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我々は Si フォトニクス LiDAR を開発している 1)．ここでキーとなるのが非機械式光偏向器であり，

これまでに格子シフト型フォトニック結晶導波路 (LSPCW) に二重周期回折機構を導入することで，

遠方での鋭い扇状ビーム形成とスローライト効果による大きな偏向角を実証してきた 2)．ドーピングし

たSi層に通電してLSPCWを直接加熱し，熱光学効果で光偏向させる方式では，100 kHz級の動作

が可能であるが 3)，加熱パワーが大きくなるとLSPCW両端付近で温度が低下し，不均一な温度分布

によりビームが拡がるという問題があった．そこで本研究では，両端近くの回折機構を除去することで，

温度分布が一定の領域のみで放射開口を構成し，ビーム品質の維持を目指した． 

図 1(a), (b)は製作した加熱式偏向器の概要である．加熱のため，フォトニック結晶領域を p ドーピ

ングしている．ただし，光吸収を避けるため線欠陥はドーピングなしとした．(a) LSPCW全体にグレー

ティングを形成した構造と (b) LSPCW両端から内側に 100 m程度の領域はグレーティング形成し

ない非放射領域とした構造で，加熱光偏向したときのビーム拡がりを比較した結果を図 1(c) に示す．

青で示した LSPCW 両端まで放射領域をもつ構造(a) では，両端近くの温度分布に対応してビーム

が拡がった．一方，赤で示した非放射領域をもつ構造(b)では，放射開口内で温度分布が均一とな

るため，ビーム広がりが抑制された． 

なお本研究は，JST-ACCELプロジェクトとして行われている． 
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図 1．p-i-p ヒータ加熱時のビーム拡がりの抑制．(a) 非放射領域がない場合と (b) ある場合の光偏
向器の概要．(c) 加熱電圧に対する半値全幅とビームプロファイル． 
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